
理工系人材育成戦略
The first edition

理工系人材に期待される四つの活躍
■ 新しい価値の創造及び技術革新（イノベーション）
■ 起業、新規事業化
■ 産業基盤を支える技術の維持発展
■ 第三次産業を含む多様な業界での力量発揮

労働力人口の減少の中で、付加価値の高い理工系人材の戦略的育成の取組
を始動すべく、文部科学省において、当面、２０２０年度末までにおいて集中して
進めるべき方向性と重点項目を整理。

「理工系人材育成-産学官円卓会議」(仮称）を設置し、産学官協働により戦
略を実行。

理工系人材に期待される活躍の在り
方は一様ではなく、時代の変遷とともに
変化。現下及び今後の社会を展望する
と、期待される活躍の姿は、四つに代表
され、個人及び組織に、より高度な能力
が求められていく。この四つの活躍の実
現を念頭に、多角的な取組が必要。

18.0

20.0

22.0

24.0

26.0

28.0

30.0

32.0

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

H22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42

一人当たりGDPは低下

0～14歳人口

65歳人口割合

65歳以上人口

15～64歳人口

平成22年以降の年齢区分別人口推計

生産年齢（15～64歳）人口：H25年；7,900万人→H42年；6,773万人

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成24年１月推計）」を基に作成
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【戦略の方向性１ 】高等教育段階の教育研究機能の強化
重点1．理工系プロフェッショナル、リーダー人材育成システムの強化

産業界のコミットメントのもと実践的な課題解決型教育手法等による高等教育レベルの職業教育

システムを構築し、理工系プロフェッショナル養成機能を抜本的に強化。産学官にわたりグローバル
に活躍するリーダーを養成するため、産学官から国内外第一級の教員を結集し、専門分野の枠を超え
た体系的な教育を構築するなど博士課程教育の抜本的改革と強化を推進。

重点2．教育機能のグローバル化の推進
大学等の教育機能の国際化を推進し、世界規模での課題発見・解決等ができる理工系人材を育成。

理工系分野のカリキュラムにおける留学プログラムの設定や海外大学との単位互換を促進。
重点3．地域企業との連携による持続的・発展的イノベーション創出
重点4．国立大学における教育研究組織の整備・再編等を通じた理工系人材の育成

[三つの方向性と１０の重点項目]

初等中等教育段階から取組を講じ、特に高等教育段階の教育研究機能の活用を重視。

【戦略の方向性２ 】子供たちに体感を、若者・女性・社会人に飛躍を
重点5．初等中等教育における創造性・探究心・主体性・チャレンジ精神の涵養

主体的・協働的な学び（アクティブ・ラーニング）を促進するための教育条件整備や観察・実験環
境の計画的整備、大学等との連携による意欲・能力のある児童生徒の発掘や才能を伸ばす取組を推進。

重点6．学生・若手研究者のベンチャーマインドの育成
ベンチャーマインドや事業化志向を身につける大学の人材育成プログラムの開発・実施を促進、大

学発ベンチャー業界等に飛び込む人材や新規事業に挑戦できる人材を育成。
重点7．女性の理工系分野への進出の推進
重点8．若手研究者の活躍促進
重点9．産業人材の最先端・異分野の知識・技術の習得の推進～社会人の学び直しの促進～

【戦略の方向性３】産学官の対話と協働
重点10．「理工系人材育成-産学官円卓会議」（仮称）の設置

特に産業界で活躍する理工系人材を戦略的に育成するため、産学官が理工系人材に関する情報や認
識を共有し、人材育成への期待が大きい分野への対応など、協働して取り組む「理工系人材育成-産学
官円卓会議」（仮称）を設置。

産学官
協働

（概要）


